
DNA問題研究会シンポジウム 

なぜいま安全保障なのか？ 

経済・エネルギー・食料、そして軍事の安全保障の動きを考える 

 

今年 5 月に経済安全保障推進法が成立しました。いままで聞いたことがほとんどなかった、

経済安保がクローズアップされています。ほかにも、エネルギー安全保障を推進するため、

原発再稼働の動きが強まっています。食料価格高騰が相次ぎ、市民生活に大きな影響が出

始めています。それにともない食料安全保障が焦点化しています。そしてロシア軍のウクライ

ナへの侵略を口実に国防費増額があたかも当たり前のようにいわれ、軍事安全保障が優先

され始めています。 

私たちは、このような事態をどのように考えたらいいのでしょうか。また市民生活にどのよう

な影響があるのでしょうか。安全保障は、国家権力を強め、秘密主義を前提にします。それ

は、私たちが長年取り組んできた、先端技術においては、よりいっそう強化されます。新たに

登場した経済安全保障を軸に、安全保障の今を考えます。 

 

日時： 2022年 10月 27日（木） 13時半～16時 

場所： 飯田橋・ボランティアセンター（飯田橋駅前セントラルプラザ 10階） 

リアル開催のみで、オンライン開催は行いません。 

また、ユーチューブ配信も行いません。 

講師 ：神野芳紀「経済安全保障とは？」 

     天笠啓祐「食料安全保障とエネルギー安全保障を考える」 

     村上茂樹「秘密特許がもたらすもの」 

主催 ：DNA問題研究会  https://dnamondaiken.wixsite.com/mysite-3 

参加費：500円 

共催：現代技術史研究会 M分科会（まぁるい地球をみんなで守ろう分科会） 

問い合わせ：神野玲子 

予約不要 

E-mail: jreikochan@yahoo.co.jp 

mailto:jreikochan@yahoo.co.jp

